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第 3 章　“その人だからこそ” が生きる現場
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（所長　東山由花）

　2016 年 10 月、誰もが働ける場をと、私たちは立ち

上げに向けて活動し始めました。ワーカーズコープの全

国本部（東京・池袋）と東京中央事業本部の組合員の

呼びかけで集まったのが、せたがや若者サポートステー

ション（ワーカーズが実施）に通う若者たちでした。彼

らにはカフェでのジョブトレーニングの経験があり、「一

緒にカフェをつくりたい」「自分たちと同じように悩む

人たちの居場所と働く場をつくりたい」という思いがあ

りました。私は立ち上げのための第一回目の懇談会に参

加し、一緒につくりたいと思い、立ち上げのメンバーに

加わりました。そして、まずは地域サロンや出張カフェ

という形で活動を始めました。

　今、4 人の若者が組合員となり、働いています。

　立ち上げ後も、話し合いを大切にして一歩一歩前に進

んでいます。事業所の会議では、経営や事業所の目標に

ついて振り返りながら、個々の悩みを打ち明け合うこと

もあります。

　それぞれが「成長していこう」「今は自信がないけど

これから自信をつけていきたい」と、自分からお菓子作

りや料理の練習をしたり、苦手なことにチャレンジして

一つひとつできることを増やしています。悩みながらも

がんばる姿に、私のほうが元気をもらいます。自分と向

き合いながらも、少しずつ周りへ目を向け、こみっとプ

レイスのために、こみっとプレイスに訪れる人のために、

という思いが高まっていることを全員から感じる日々で

す。

　近隣住人や近くの会社で働く人たちなど、少しずつ足

を運んでくれる人が増えています。チラシを知人に配っ

てくれたり、貸し切り予約をしてくれるなどの形で協力

してくれて、毎月のサロン（物作り、囲碁・将棋など）も、

参加者が少しずつ増えてきました。最近では、地域の人

から新しいイベントをやりたいという声が上がり、計画

を立てているところです。

　とはいっても、日々の業務に追われてまだまだ話し合

いは足りないですし、利用者が少なく赤字であり、事業

所としての課題は多い。それでも、これからも成長し続

悩みながらも一歩ずつ

仲間とともに成長し続ける
地域共生型就労拠点こみっとプレイス （ＮＰＯ法人ワーカーズコープ）

◆事業内容：カフェ・菓子製造（就労継続支援 B 型）
◆所在地：東京都豊島区
2018 年 4 月にせたがや若者サポートステーションの元利用者を中心に立ち上げ。就労継続支援 B 型事業所として、カフェ
運営（「こみ Café」）、菓子製造を軸に、自家焙煎コーヒー・自主製品の販売なども。「得意を活かす」が、コンセプト。

若者が集まりカフェを立ち上げ
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することで苦しんでほしくない」という思いは、これま

での「おいしくて体によいごはん」を作りたいという思

いに加わりました。これが、こみっとプレイスに参加し

ている理由です。

　こみっとプレイスで働き始めてみると、家族のような

仲間がいる安心感からか、これまで働いてきた職場とは

違った感覚があります。これまでだったらすぐに挫けて

いたけれど、辛いことがあっても乗り越えられるのは、

尊敬も信頼もする仲間が職場にいるおかげです。ほかの

誰にも代わりはできない、そう思える仲間を大切にしな

がら、仲間とともに生きていたい。ずっと人に支えられ

生かされてきたから、今度は自分が人を支え、生かすこ

とをしたい。

　自分にできることは少ないけれど、ほんのわずかで

あっても、人の心と体を癒す「おいしくて体によいごは

ん」とともに、出会う方の心に寄り添い、「一人じゃない」

と思って頂けるよう、笑顔や愛をお渡ししていきたいと

思っています。

け、前に進み続けられると思っています。ぜひ見守り、

応援してほしいです。

（佐藤健太）

　「おいしくて体によいごはん」を作りたいと思い、大

学で栄養学を専攻し、卒業後は「もっと料理の勉強をし

たい」と、調理の専門学校に進学しました。

　高校生の頃までは偏食で、ごはんを食べることにあま

り興味がなかったけれど、食のさまざまな栄養や働きが

健康の役に立っているということを知り、「もっと勉強

してみたいな」と思ったのを覚えています。またその頃、

お店でおいしい料理を食べたことで、「調理の仕方でお

いしさが変わる」ことを学び、「おいしくて体によいご

はん」を目指すようになりました。

　高校、大学は卒業することができましたが、専門学校

では体調を崩し、中退しました。もともと、人と接する

ことが苦手。集団生活が怖くて、高校の終わり頃から休

みがちでした。専門学校を中退してからは、病院に通い

療養をしつつ、働いたり辞めたりを繰り返してきました。

言葉の裏を探ったり、「人に嫌われないか」という気持

ちがとても強くなっていたように思います。

　ずっと働くことが怖くて、上手くいかず悩んでいたた

め、せたがや若者サポートステーションに通い始めまし

た。就労体験として、出張カフェのプログラムに参加す

るうちに、同じように働くことに悩んでいる仲間と出会

いました。お互いの辛い経験や気持ちを話すうちに、一

人じゃないという安心感も湧いてきたように思います。

　それ以外にも、学生の頃に出会った友人が卒業後も変

わらずに仲良くしてくれて、「お茶しよう」「おいしいも

のを食べに行こう」と誘ってくれたり、栄養士が運営す

る食堂カフェでアルバイトをしていた時にはお客様が差

し入れしてくださったこともあります。

　そんな風に、自分は一人じゃないと感じることがで

き、周りの方々がたくさんの優しさをくださったおかげ

で、少しずつ人と接することが好きになりました。不規

則だった食事も暮らしも整っていく。人とかかわること

で悩んでいたけれど、一方で、たくさんの方々の心遣い

のおかげで心も体も元気になったと思います。

　振り返ってみると、「次は違う人生がいいな」と思っ

てしまいますが、同時に生まれた「ほかの人が、人と接

人の心に寄り添うごはんを
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　　京都府の次世代下宿事業に挑戦

　京都高齢者生活協同組合くらしコープ（以下「くらしコープ」）は、

2015 年 5 月に、組合員である建築設計士などで「住まいづくり研

究会」（略称「住まい研」）を立ち上げ、高齢者が安心して住み続け

られる住まいのあり方や事業化の検討を始めました。この時点で

は、「高齢者同士がともに住む」という発想でしたが、16 年に、京

都府が「大学のまち」と評される京都市で、学生の家賃負担の軽減

と、高齢者や地域との交流、さらに卒業後も京都に定着することを

狙って、地域創生戦略の一環として「次世代下宿『京都ソリデール』」

事業を提唱したことを知りました。

　住まい研では、単身や夫婦二人だけになって不安を抱えながら暮

らしている高齢者にとって、世代が同じでも違っても、いろいろな

人と住み合うのは魅力的な取り組みではないかと考え、くらしコー

プとしてこの事業を受託しました。こうしてくらしコープの「共住

（ともずみ）プロジェクト」がスタートします。

　　顔合わせからお試し同居へ

　「共住」を希望する、空き室のある一軒家に住む高齢者と若者（学

生）を募集し、家賃などそれぞれが希望する条件をヒアリングし、「共

住カフェ」でお茶などを飲みながら顔合わせ。そして、フィーリン

グが合えば「お試し」（数日間試しに同居する）などを経て、合意

に達したら「暮らしのルール」をすり合わせ、借室契約を結びます。

改修が必要であれば、京都府から一定の補助を受けることもできま

す。（これは魅力です！）

　　高齢者と若者のマッチング第 1 号

　若者の情報を求めてほかの受託事業者や大学生協に「営業」をか

けました。その結果、かつては３世代同居でしたが、ご夫婦だけと

なり、自宅を歌声サロンや麻雀クラブなど地域のたまり場にされて

いる組合員と、近隣県から片道１時間半かけて通学していた男子学

生とのマッチングが成立。この第１号のケースが、民放テレビや新

聞などで頻繁に取り上げられ、これを見た学生や父母から京都府

に問い合わせが入る。そ

して、その若者情報が京

都府からくらしコープに

提供される。という形で

仲
なこうど

人役の仕事が増えてき

ました。

　16 年度は４組、17 年度は１組、18 年度は、現時点（10

月）で１組が成立しています（その後、2 組が新たに 12

月と来春から共住を始めることに）。「卒業」されたケー

スもありますが、現在も３組が共住中です。

　　課題と受け皿団体設置の提案　

　この事業が始まって３年。さらなる広がりの展望と、事業を持続

していくための課題もいくつか見えてきました。

　一つ目は、いかにして採算性を確保するかです。くらしコープは

生協ですので、成立すれば高齢者にも若者にも組合員になって頂き

ますが、不動産仲介業者ではないので、仲介料は取れません。また、

共住が始まると、高齢者、学生さんともに、直接相手に言いづらい

ことをいったんくらしコープの担当者が聴いて、アドバイスや仲介

をするなど、アフターフォローが必要になるケースも出てきますが、

京都府からの受託費では専任の人員を配置することも、サポートの

ための経費などを捻出することも難しい状況です。

　二つ目は、いかにして情報を収集するかです。くらしコープを含

む６つの受託事業者は、事業者のそれぞれの性格から、高齢者と若

者の情報の両方を常に潤沢に持っているわけではありません。（く

らしコープは、若者の情報に乏しい！）

　こうした課題を克服するため、京都府、受託事業者、共住されて

いる高齢者及び若者（学生）だけでなく、企業を含む団体及び個人

に参加を呼びかけ、「京都ソリデール協会（仮称）」を設置し、そこ

に情報を集約するとともに、資金を供与してもらう。そして、受託

事業者には、マッチングなどにかかる諸経費を仕事量に応じて配分

するという方策が考えられます。

　異世代同居を新しい住まい方の一つとして普及していくために

は、さらに事例、経験を積み重ねながら、知恵と新たな仕掛けが必

要だと考えています。

                             　　　　　        　　 （常務理事　福島広志）

※「ソリデール」はフランス語で「連帯」を意味します。2003 年、フラ
ンスでは猛暑で一人暮らしの高齢者が多数亡くなりました。一方、パリ
などの大都市では若者向けの住宅不足が深刻であったことから、ＮＰＯ
団体が中心となって異世代のホームシェアを広めたといわれています。

空き室を活かして　高齢者と若者がホームシェア

1. ヒアリング

2. 募集

3. 面談

4. 共住カフェ

5. お試し「共住」

6. 契約

7. 工事・整備

8. 共住

共住オーナー
（高齢者／貸し手）

くらしコープ（京都高齢者
生活協同組合くらしコープ）

共住パートナー
（学生／借り手）

同居条件・設備・家族等の同意などをヒアリング
周辺環境、建物、部屋、設備などを現地確認

ウェブサイト等で募集 ⬅ 気に入った
　 情報に応募

希望や条件、家族等の同意などをヒアリング

オーナーのお住まいで顔合わせ（お茶を飲みながらおしゃべり）
⬇ 相性や条件が合いそうなら

１週間程度、一緒に暮らしてみる

暮らしのルールを一緒に考え、双方合意のもと契約締結

必要に応じて
整備・改修工事＊

必要に応じて
業者手配・改装計画

共住スタート 共住スタート＊＊

＊「共住」のための改修費の一部には京都府の補助があります。
＊＊「共住」開始後はくらしコープが必要に応じてアフターフォローを行います。

京都府次世代下宿「京都ソリデール」事業

くらしコープ（京都高齢者生活協同組合くらしコープ）

高齢者宅の空き室に低廉な負担で
若者が同居・交流する次世代下宿

「京都ソリデール」とは

高齢者のみなさん共住（ともずみ）プロジェクトとは

学生のみなさん

くらしコープ（京都高齢者生活協同組合くらしコープ）

組合員になりませんか ?

　世代を超えた多くの組合員の参加で「健康な暮らしを送る」を共通
の願いに「仕事を起こす」「輝いて生きる」活動を広げ、安心・安全・輝
きの高齢社会をめざす生協です。

　だれでも出資（1口1,000円）していただければ組合員になることが
できます。毎月、組合員交流機関誌『紫式部』（20ページ）をお送りしま
す。何でも企画をつくるのはあなた自身! ぜひご加入ください。

　京都府が取り組む次世代下宿「京都ソリデール」事業は、高齢者と
若者の同居・交流による若者の定住促進等の取組みとして府内で京
都府と事業者が連携して実施している事業です。
　同じような取組みは欧州で始まり、フランスでは、パリのボランティ
ア団体「パリソルデール」などが、お年寄りが若者に自宅の一室を低
家賃で提供する代わりに、若者はお年寄りの心の支えになるような同
居について、マッチングを実施しています。

※ソリデール：フランス語で「連帯の」という意味

　元気な高齢者がもっと元気に! 仲間と一緒におしゃべり、手前味噌の料理
に、辛口スパイスのきいた経験談! 得意なことを生かして、まわりの人たちを
ハッピーに! 病気があっても、うまく付き合い―「なんとかなるわよ!」と励ま
し合って、人生100年、一緒に楽しく元気に過ごしませんか!
　誰かのために役立ちたい! 社会をもっと楽しく愉快にしたい! これからの
人生、楽しく悔いのないように生きたい! 自信はないけど、おもしろそう! と
思ってくださるみなさん! お待ちしています!

　親元を離れて一人暮らしは気ままでいいですか? 夜遅くまで電灯つけっぱ
なし、そのまま寝てしまっても誰も起こさない。「自由」って、すばらしい! 「一
人」って最高! ……かな!? 卒業して気ままな生活からさよならするまで、その
「自由」を「満喫」するのも一つの選択。
　けどせっかく世界の京都に来て、もっとディープな京都、感じるって選択肢
ありませんか? 生きている京都を感じてみたいなら、「歩く図書館＝高齢者
（じっちゃん・ばっちゃん）」と一緒に住んでみるって選択どうですか?
　私たちがその道案内させていただきます。「自由という壁」を乗り越えて、新
しい世界、のぞきに来てください!

　高齢者になったらだれでも一人暮らし!? 大学に入学したらワンルー
ムで気ままな一人暮らし!? そんなのつまんない!って思いませんか!
　最初はいろいろあるけれど、一緒に住めば気心知れて、人生と世
界の深さを知ることになる。そんな選択肢を私たちがプレゼントさせ
ていただきます。
　同じ食卓を囲めば、漬物一つにウンチクと歴史がある。本棚に何気
なく置かれた本には、小さな居間が、すてきな世界つながる扉が、開
かれている。「共住」で見つけるのは、未来のあなた。探しに来てくだ
さい!
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若者が同居・交流する次世代下宿

「京都ソリデール」とは

高齢者のみなさん共住（ともずみ）プロジェクトとは

学生のみなさん

くらしコープ（京都高齢者生活協同組合くらしコープ）

組合員になりませんか ?

　世代を超えた多くの組合員の参加で「健康な暮らしを送る」を共通
の願いに「仕事を起こす」「輝いて生きる」活動を広げ、安心・安全・輝
きの高齢社会をめざす生協です。

　だれでも出資（1口1,000円）していただければ組合員になることが
できます。毎月、組合員交流機関誌『紫式部』（20ページ）をお送りしま
す。何でも企画をつくるのはあなた自身! ぜひご加入ください。

　京都府が取り組む次世代下宿「京都ソリデール」事業は、高齢者と
若者の同居・交流による若者の定住促進等の取組みとして府内で京
都府と事業者が連携して実施している事業です。
　同じような取組みは欧州で始まり、フランスでは、パリのボランティ
ア団体「パリソルデール」などが、お年寄りが若者に自宅の一室を低
家賃で提供する代わりに、若者はお年寄りの心の支えになるような同
居について、マッチングを実施しています。

※ソリデール：フランス語で「連帯の」という意味

　元気な高齢者がもっと元気に! 仲間と一緒におしゃべり、手前味噌の料理
に、辛口スパイスのきいた経験談! 得意なことを生かして、まわりの人たちを
ハッピーに! 病気があっても、うまく付き合い―「なんとかなるわよ!」と励ま
し合って、人生100年、一緒に楽しく元気に過ごしませんか!
　誰かのために役立ちたい! 社会をもっと楽しく愉快にしたい! これからの
人生、楽しく悔いのないように生きたい! 自信はないけど、おもしろそう! と
思ってくださるみなさん! お待ちしています!

　親元を離れて一人暮らしは気ままでいいですか? 夜遅くまで電灯つけっぱ
なし、そのまま寝てしまっても誰も起こさない。「自由」って、すばらしい! 「一
人」って最高! ……かな!? 卒業して気ままな生活からさよならするまで、その
「自由」を「満喫」するのも一つの選択。
　けどせっかく世界の京都に来て、もっとディープな京都、感じるって選択肢
ありませんか? 生きている京都を感じてみたいなら、「歩く図書館＝高齢者
（じっちゃん・ばっちゃん）」と一緒に住んでみるって選択どうですか?
　私たちがその道案内させていただきます。「自由という壁」を乗り越えて、新
しい世界、のぞきに来てください!

　高齢者になったらだれでも一人暮らし!? 大学に入学したらワンルー
ムで気ままな一人暮らし!? そんなのつまんない!って思いませんか!
　最初はいろいろあるけれど、一緒に住めば気心知れて、人生と世
界の深さを知ることになる。そんな選択肢を私たちがプレゼントさせ
ていただきます。
　同じ食卓を囲めば、漬物一つにウンチクと歴史がある。本棚に何気
なく置かれた本には、小さな居間が、すてきな世界つながる扉が、開
かれている。「共住」で見つけるのは、未来のあなた。探しに来てくだ
さい!
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所在地◆京都市北区（大徳寺、船岡山公園、建勲神社、今宮神社に囲まれている）
事業内容◆福祉事業（居宅介護支援、訪問介護、通所介護、生活支援）、購買事業、共同墓事業（2016 年、
共同墓「平和の風」を建立）、生活改善・文化事業、機関誌『紫式部』の発行（月刊）
組合員◆ 1,036 人（2018 年 9月末現在）
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